
元気に新年を迎えてもらおうという取り組みの一つとして、クリスマスケー
キを仮設住宅・被災住宅へプレゼントしました。ケーキとケーキのいちご
は、被災し復興を果たしたケーキ店といちご農園に協力いただきました。 
 

 
漁業の復興支援として、蛤浜（はまぐりはま）でボラ

ンティアによるカキの種付け作業を行いました。 

 
 
 
 
 
 
大きな被害をもたらした３・１１東日本大震災から、もうすぐ１年。 
グリーンコープは、大震災発生３日後には被災地に向けて救援物資を満載したトラックを送り出し、

本当に支援を必要としていた人たちへ届けることができました。その後も救援物資を送り続け、輸送本

数はすでに１００便を優に超えています。 

  
  
組合員や取引先から寄せられた、募金２億３

５６４万７３０２円（２０１１年９月までの受付分）や、

１０トントラック約５０台分の布団や冬物衣料など

は、組合員の助けあい、支えあいの気持ちはそ

のままに、現在、共生地域創造財団 （ 裏面参照）

の活動の中で生かされています。 

被災地は、未だに生活道路などのインフラが

復旧せず、水の確保や買い物に不自由したり、

支援が行き届かない状況があります。これからも

グリーンコープは、状況に応じ、被災者が必要と

する支援活動を行っていきます。 
  
３月１１日（日）、グリーンコープでは「東日本大震災一年後集会」を開催します。亡くなられた多くの被災者を追悼し、

この間の救援活動についての報告と復興の状況を共有します。そして、救援活動を継続していくことを確認します。 
 

長期の継続的な支援が必要です。 
組合員のみなさんの募金へのご協力をよろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災の復興支援募金に 
ご協力をお願いします  

東日本大震災の復興支援募金 

申込番号  ００１ 一口 ５００円  
※１０００円の場合は、 
数量欄に「２」と 
ご記入ください。 

グリーンコープ共同体  次頁にこれまでの支援活動や募金の使途について紹介しています。  

未だ生活道路が復旧せず、被災者の不自由
な生活が続いています。 

受付期間 
３／５～ ３／１７ 
（２週間） 

たくさんのボランティアが入り、取引先である
髙橋徳治商店の工場の一部のラインが復旧
しました。 

グリーンコープは長期的な支援活動を行っています 

求められる長期の「寄り添う」支援  

※５０号と５１号の共同購入申込書でお申込ください。



 
宮城県山元町の介護老人保健施設の支

援に入っている福祉ワーカー（左） 
髙橋徳治商店の工場の瓦礫撤去やヘド

ロの清掃に、グリーンコープの職員もボ

ランティアで協力しました。 

作付できるよう、田畑の整備を行い

ました。 

  
 
共生地域創造財団は、被災地の復興支援事業を長期的に行うために、グリーンコープとホームレス

支援全国ネットワーク、友誼団体である生活クラブ生協の 3 団体で、「生命をもっとも大切にすることを

原点に、人と人とが助けあい、支えあい、補いあう共生の地域づくりを通して、支援を必要とする人々の

自立に寄与すること」をめざして設立されました。  

その活動内容を報告・紹介します。 
 

宮城県仙台市とその周辺、また、岩手県の沿岸

部の被災地の被災者や避難所に物資を届けて

います。 
物資保管のための倉庫・事務所も構えました。救援・復興事業のた

めのトラックの貸し出しや、現地ボランティア団体などの支援も行っ

ています。 
当初の緊急支援から復興支援に移る中、食品の物資支援は減っ

ていますが、必要とされている物資の情報を収集する活動も行っています。 
 
グリーンコープの職

員や在宅福祉ワー

カーズのメンバーも

ボランティアとして参加しています。これ

までに１３０人（１月末現在）が被災地

で活動しています。 
現地に常駐する事務局員も派遣して

います。 
 
 

漁業復興支援として、石巻市の蛤浜（はま ぐりはま ）と 

いう小さな漁村のカキの養殖が再開できるように、 

漁船の手配や養殖用の物資提供、人材派遣な

どを行っています。 

また、取引のある水産加工会社・髙橋徳治商店の工場再建に向けて、

瓦礫撤去や工場内のヘドロ掃除などに人材を派遣し、２０１１年１０月

には工場の一部の製造ラインの再開にこぎつけました。 

農業関係では、宮城県の若林・亘理 （わ たり ）・ 山元エリアで田畑の瓦

礫撤去、イチゴや菜の花などの作付支援を行っています。 

 
仙台市をはじめとする被災地の自治体と共に、仮設住宅入居者向けの居

場所づくり、就業支援などに絆相談員（※）が寄り添いサポートする取り組み

です。現地で相談員の募集や育成も行っています。 
 

 
募金の使途について  
組合員のみなさんや取引先などから寄せられた募金は上記のような活動に活用されています。 
募金の状況は以下のとおりです。 

募金総額（２０１１年９月までの受付分）           ２億３５６４万７３０２円 

共生地域創造財団としての費用              １億２９２７万６６０９円 

グリーンコープ独自の費用（日本赤十字社寄託金含む）  ２４４２万９３５１円 

募金残額（２０１１年１２月時点）    ８１９４万１３４２円 

 
 ※ 現地へ送っている支援物資や、復興支援活動のようす、募金の使途などについて、ホームページ 
http://www.greencoop.or.jp/higashinihon_daishinsai/ で紹介しています。    グリーンコープ

 

共 生 地 域 創 造 財 団 の 支 援 活 動 

※絆相談員…相談窓口となり、様々な課題に対して伴走的な支援をする相談員。  

 

積雪の中も、元気くんトラック（現地での愛称 
はりす号）は物資を満載して被災地を走って 
います。 




